
　
　
　
　
蒲
島
知
事
が
発
表
さ
れ
た
、
仮

設
住
宅
の
入
居
者
へ
の
払
い
下
げ
構
想
、

或
い
は
２
年
間
の
入
居
期
間
を
延
長
す
る

構
想
、
現
在
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
知
事
の
発
言
を
受

け
て
、
県
庁
内
に
検
討
チ
ー
ム
が
立
ち
上

げ
ら
れ
、
本
年
２
月
と
５
月
の
２
回
阿
蘇

市
と
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
協
議
の
内
容
を
状
況
と
し
て
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
払
い
下
げ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
が
示
し
た
応
急
仮
設

住
宅
の
設
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
っ
て
県
と
の
協
議
の
中
で
、
個
人
へ
の

払
い
下
げ
や
市
へ
払
い
下
げ
て
、
市
営
住

宅
と
し
て
管
理
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
実
的
に
は
困
難
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
期
間
の
延
長
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
と
協
議
の
中
で
、
国
の
確
認
を
と
要
請

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
３
月
下
旬
に
所
管
の

内
閣
府
か
ら
「
延
長
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
回
答
が
あ
っ
た
と
県
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
今
の
課
長
の
答
弁
を
聞
く
と
、

あ
れ
だ
け
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
大

き
な
反
響
の
あ
っ
た
県
知
事
の
構
想
は
、

極
め
て
実
現
不
可
能
な
構
想
で
あ
っ
た
と

し
か
捉
え
ら
れ
な
い
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
根
拠
あ
る
法
律
の
下
で
の

執
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
法
令
を
順
守
す

る
し
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

な
る
べ
く
入
居
者
の
意
向
を
尊
重
で
き
る

支
援
と
な
る
よ
う
熊
本
県
と
連
携
し
て
対

処
す
る
よ
う
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
仮
設
住
宅
に
は
あ
と
１
年
し
か

入
居
で
き
な
い
、
入
居
者
の
方
々
の
不
安

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
が
、

担
当
課
と
し
て
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
定
期
的
に
保
健
師
や
看
護

師
で
巡
回
し
、
要
望
や
相
談
を
受
け
、
心

の
ケ
ア
を
含
め
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
に
、「
阿
蘇
駅
前
開
発
に
つ
い
て
」

の
質
問
が

あ
り
ま
し

た
。

市　原　　　正
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女
性
消
防
団
員
さ
ん
の
退
団
に

伴
う
人
員
補
充
は
と
い
う
事
で
す
が
、
今

年
３
月
末
日
ま
で
に
７
名
の
方
が
退
団
さ

れ
ま
し
た
。
行
政
の
対
策
と
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
女
性
消
防
団
は
、
平

成
20
年
４
月
１
日
に
11
名
の
団
員
で
結
成

さ
れ
、
今
年
の
４
月
１
日
現
在
、
７
名
の

方
に
ご
活
躍
を
頂
い
て
い
ま
す
。
市
消
防

団
で
は
、
分
団
長
以
上
の
会
議
を
定
期
的

に
開
催
し
、
そ
の
中
で
も
女
性
消
防
団
の

団
員
確
保
の
要
請
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

広
報
誌
の
中
で
も
募
集
し
て
い
ま
す
し
、

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
項
目

を
設
け
、
一
般
の
男
性
団
員
同
様
女
性
の

団
員
も
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
状
と

し
て
は
、
諸
事
情
も
あ
り
入
団
し
て
い
た

だ
く
方
が
少
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
　
　
　
河
川
掘
削
（
県
・
市
）
の
進
捗

状
況
で
す
が
、
昨
年
の
豪
雨
が
千
年
に
一

度
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
市
の
部
分
は
終
了
し
て

お
り
ま
す
。
後
は
遅
れ
て
い
る
県
に
対
し

て
、
１
日
も
早
く
工
事
が
着
工
、
終
了
す

る
よ
う
陳
情
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て

（
旧
阿
蘇
町
）
で
す
が
、
子
ど
も
の
少
子

化
が
進
ん
で
お
り
、
組
織
整
備
も
さ
れ
て

い
ま
す
。
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
な

か
っ
た
り
、
複
式
学
級
と
な
る
状
況
で
あ

る
が
、
今
後
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
規
模
校
に
つ
い
て

は
、
ク
ラ
ス
編
成
上
教
職
員
の
数
も
少
な

く
、
あ
る
程
度
の
規
模
が
な
い
と
子
ど
も

達
が
や
り
た
い
部
活
動
も
で
き
な
い
の
が

現
状
で
す
。
今
年
小
学
校
の
運
動
会
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
一
部
の
保
護
者
の
方
か

ら
統
合
を
急
い
で
ほ
し
い
と
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
保
護
者
会
の
意
見
が
ま
と
ま

れ
ば
、
そ

う
い
う
方

向
に
取
り

組
ん
で
い

き
た
い
と

考
え
て
お

り
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
の
増
加
対
策
に
つ
い
て

田　中　弘　子

女性消防団員

仮
設
住
宅
と
入
居
者
の
方
々
の
今
後
に
つ
い
て高田住宅

市
原

市
原

福
祉
課
長

福
祉
課
長

市
原

山
口
福
祉
課
長

田
中

髙
木
総
務
課
長

田
中

井
建
設
課
長

日
田
教
育
課
長

田
中
学
校
規
模
適
正
化
に
つ
い
て

河
川
掘
削
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
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６
月
の
県
の
予
算
に
、
３
０
０

０
万
円
組
ん
で
あ
る
と
聞
い
た
が
、
阿
蘇

市
の
設
置
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
対

す
る
観
測
体
制
の
整
備
強
化
の
た
め
、
観

測
局
４
局
及
び
観
測
車
一
台
、
３
４
０
０

万
円
が
予
算
計
上
さ
れ
、
阿
蘇
市
へ
の
設

置
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
年
内
の
稼
働
を

目
指
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
今
後
の
市
民
に
対
し
て
の
情
報

提
供
は
、
管
理
体
制
は
。

　
　
　
　
　
　
　
来
年
早
々
に
、
県
の
担

当
者
が
説
明
に
来
ま
す
の
で
、
管
理
体
制

及
び
早
期
設
置
に
つ
い
て
は
、
重
々
お
願

い
し
ま
す
。
今
後
は
阿
蘇
地
域
の
詳
し
い

情
報
が
入
り
ま
す
の
で
、
市
民
に
対
す
る

周
知
と
い
う
部
分
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
　
　
　
集
客
方
法
、
観
光
と
し
て
の
取

り
組
み
効
果
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
蘇
市
独
自
で
経
済

効
果
は
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
阿
蘇
広
域

行
政
事
務
組
合
で
算
出
し
た
デ
ー
タ
で
は
、

大
会
事
務
費
４
９
０
０
万
円
程
度
、
出
場

者
・
家
族
等
の
消
費
（
宿
泊
、
お
土
産
等
）

５
４
０
０
万
円
、
合
計
の
１
億
３
０
０
万

円
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
経
済
効
果
は
あ
る
が
、
今
後
の

集
客
、
宣
伝
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
　
基
本
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で

す
が
、
今
後
も
観
光
振
興
の
面
に
つ
い
て

も
併
用
し
た
形
で
取
り
組
み
、
阿
蘇
市
と

し
て
も
積
極
的
に
意
見
を
出
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
「
選
挙
人
に
送
ら
れ
て
く
る

ハ
ガ
キ
選
挙
入
場
券
に
、
不
在
者
投
票
宣

誓
書
請
求
書
を
印
字
し
て
は
ど
う
か
。」、

「
阿
蘇
が

世
界
農
業

遺
産
に
決

定
。
今
後

の
農
業
の

取
り
組
み

は
、
世
界

文
化
遺
産

へ
の
戦
略

は
。
」
の

質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｍ
２
・
５
観
測
機
阿
蘇
市
に
設
置
は

森　元　秀　一

　
　
　
　
激
し
い
雨
、
大
雨
注
意
報
（
以

下
注
意
報
）、大
雨
警
報
（
以
下
警
報
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
何
ミ
リ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
間
当
た
り
の
雨

量
が
50
㎜
と
想
定
さ
れ
る
場
合
に
注
意
報

が
、
80
㎜
以
上
が
想
定
さ
れ
る
時
に
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
す
。
ま
た
時
間
雨
量
30
〜

50
㎜
が
「
激
し
い
雨
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
７
・
12
豪
雨
災
害
時
、
こ
れ
ら

の
発
令
は
何
時
ご
ろ
出
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
７
月
11
日
午
前
６
時
、
熊

本
地
方
気
象
台
か
ら
大
雨
情
報
が
出
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
同
日
夕
方
、
16
時
に
注

意
報
が
、
翌
12
日
０
時
30
分
に
警
報
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
警
報
発
令
後
に
「
自
主
避
難
所

の
開
設
・
自
主
避
難
呼
び
か
け
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
昨
年
の
場
合
、
警
報
は
夜
中

の
０
時
30
分
な
の
で
、
間
に
合
わ
な
い
と

思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、

予
防
的
な
避
難
を
打
ち
出
し
、
警
報
発
令

後
に
、
避
難
準
備
情
報
・
自
主
避
難
所
開

設
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
、

「
雨
が
降
り
非
常
に
不
安
」
と
い
う
問
合

せ
が
あ
れ
ば
、
自
主
避
難
所
を
開
設
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
食
べ
物
・
荷
物
を
準
備
し
て
明

る
い
う
ち
に
避
難
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
16

時
の
注
意
報
の
段
階
で
自
主
避
難
を
呼
び

か
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
命
を
守
る
と
い
う
事
が
大

事
で
す
。
気
象
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
決
め
た
規
定

を
守
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
機
転
を
利

か
せ
な
が
ら
状
況
を
見
極
め
、
早
め
の
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
、「
避
難
訓
練
に
つ
い
て
」、「
公

共
交
通
機
関
に
つ
い
て
（
阿
蘇
地
域
交
通

の
あ
り
方
、Ｊ
Ｒ
通
勤
通
学
時
間
帯
の
快

速
導
入
と
車
両
増
に
つ
い
て
）」
等
の
質

問
が
あ
り

ま
し
た
。

自

主

避

難

に

つ

い

て

谷　﨑　利　浩

6月 20日、大雨注意報だったが予防的避難が行われた

カルデラスーパーマラソンスタート模様

森
元

森
元

江
藤
教
育
部
長

森
元

教
育
部
長

住
環
境
課
長

阿
部
住
環
境
課
長

森
元

谷
﨑

谷
﨑

谷
﨑

総
務
課
長

総
務
課
長

髙
木
総
務
課
長

佐
藤
市
長

谷
﨑

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
ス
ー
パ
ー

　
　
　
マ
ラ
ソ
ン
の
経
済
効
果
は
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現
在
の
４
地
区
の
世
帯
数
と
人

口
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
深
葉
地
区
15
世
帯
29

人
、茗
ヶ
原
地
区
７
世
帯
17
人
、荻
の
草
地

区
22
世
帯
61
人
、
舞
谷
地
区
６
世
帯
17
人

で
す
。

　
　
　
　
市
職
員
で
４
地
域
の
地
理
的
位

置
を
知
ら
な
い
職
員
が
い
る
よ
う
に
聞
く
が
。

　
　
　
　
　
　
あ
る
程
度
経
験
の
あ
る
職

員
は
知
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
新
採
の

職
員
等
は
ま
だ
把
握
し
て
い
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
全
て
の
職
員
へ
の
周
知
を
お
願

い
し
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
現
在
１
１
７
行
政
区
に
地

区
担
当
職
員
を
配
置
し
、
有
事
の
際
に
直

ぐ
に
対
応
出
来
る
様
に
職
員
に
も
注
意
喚

起
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
４
地
区
へ
の
緊
急
連
絡
体
制
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
警
報
発
令
時
、
ま
た

災
害
発
生
が
予
測
さ
れ
る
状
況
の
際
は
、

電
話
に
よ
り
連
絡
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
災
害
時
に
は
、道
路
の
崩
壊
、河

川
の
増
水
な
ど
も
考
え
ら
れ
、
出
来
れ
ば

職
員
の
目
で
確
認
は
出
来
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
の
災
害
の
よ
う
に
、

同
時
多
発
的
に
災
害
が
発
生
し
ま
す
と
、

対
応
が
遅
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

出
来
る
だ
け
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
検

討
し
ま
す
。

　
　
　
　
消
防
団
活
動
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　
　
　
　
　
　
分
団
長
会
議
の
中
で
も
、

特
に
４
地
区
の
見
回
り
点
検
等
を
周
知
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
合
併
後
の
、税
の
滞
納
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
合
併
当
初
は
、
約
４

億
６
千
万
円
、
24
年
度
末
５
億
３
９
６
９

万
円
で
、今
年
度
の
１
期
目
の
督
促
状
は
、

約
６
千
件
発
送
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
県
の
普
通
自
動
車
の
納
付
は
、

コ
ン
ビ
ニ
で
も
出
来
る
。市
の
軽
自
動
車

税
も
同
じ
納
付
方
法
は
と
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
現
在
、
熊
本
市
・
天
草
市

で
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。今
年
か
ら
人
吉

市
・
宇
城
市
で
も
コ
ン
ビ
ニ
で
の
振
り
込

み
が
可
能
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

コ
ン
ビ
ニ
か
ら
の
振
り
込
み
が
出
来
る
よ

う
に
す
る
に
は
、
最
初
に
シ
ス
テ
ム
変
更

な
ど
、
約
２
０
０
０
万
円
の
経
費
が
掛
か

る
よ
う
で
す
。ま
た
、振
込
手
数
料
と
し
て

一
件
あ
た
り
約
１
０
０
円
程
か
か
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
銀
行
に
払
う
手
数
料
の
約
３

倍
に
な
り
ま
す
。

園　田　浩　文

　
　
　
　
阿
蘇
市
に
は
江
戸
時
代
か
ら
栄

え
た
内
牧
温
泉
が
あ
る
が
、
以
前
の
よ
う

に
栄
え
て
い
な
い
。
阿
蘇
市
観
光
の
基
本

方
針
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
の

基
本
方
針
は
、
地
域
の
文
化
資
源
等
の
連

携
に
よ
っ
て
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
が

生
ま
れ
る
滞
在
型
観
光
地
づ
く
り
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
再
生
と
飛
躍
の
取
り
組

み
に
活
力
を
注
ぐ
、
阿
蘇
「
草
・
観
・
然
」

活
性
化
事
業
補
助
金
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
　
　
隣
町
の
黒
川
温
泉
は
、
30
年
ほ

ど
前
に
は
閑
古
鳥
が
鳴
い
て
い
た
が
、
今

は
大
変
栄
え
て
い
る
。
内
牧
温
泉
と
黒
川

温
泉
の
違
い
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー
ド
面
の

違
い
は
、
内
牧
温
泉
が
17
軒
で
年
間
宿
泊

者
数
が
30
万
人
、
一
方
、
黒
川
温
泉
は
28

軒
で
約
42
万
人
。ソ
フ
ト
面
で
考
え
る
と
、

30
年
前
に
は
閑
古
鳥
が
鳴
い
て
い
た
と
こ

ろ
に
観
光
カ
リ
ス
マ
が
表
れ
て
、
地
域
の

み
な
さ
ん
全
員
で
立
ち
上
が
ら
れ
て
、
阿

蘇
を
代
表
す
る
観
光
地
に
な
っ
た
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
災
害
時
の
孤
立
集
落
の
把
握
と

そ
の
備
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
後
ろ
は
山
、
前
は
川

と
い
っ
た
地
域
で
は
、
川
が
氾
濫
し
、
道

路
が
寸
断
さ
れ
る
と
多
く
の
集
落
が
孤
立

し
ま
す
が
、
何
世
帯
が
孤
立
す
る
か
ま
で

は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た

場
合
に
は
、
県
警
、
自
衛
隊
、
県
の
消
防

署
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
要
請
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
加
え
て
、
水
・
非
常
食
等
を
用
意

し
て
い
ま

す
。

阿
蘇
市
　
観
光
の
基
本
方
針
は

五　嶋　義　行

内牧中央公園あそ☆ビバ

「
深
葉
・
茗
ヶ
原
・
荻
の
草
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
谷
の
防
災
対
策
」
に
つ
い
て

園
田

総
務
課
長

園
田

山
口
税
務
課
長

税
務
課
長

園
田

園
田

総
務
課
長

市
民
部
長

市
民
部
長

髙
木
総
務
課
長

佐
藤
市
民
部
長

園
田

園
田

園
田

園
田

吉
良
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

五
嶋

五
嶋

高
木
総
務
課
長

五
嶋

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

阿
蘇
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

市
税
に
つ
い
て
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誘
致
企
業
で
あ
る
阿
蘇
高
原
ホ

テ
ル
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
関
す
る
運
営
の
現

状
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
は
、

既
存
す
る
株
式
会
社
阿
蘇
高
原
ホ
テ
ル
名

で
、
新
た
に
運
営
を
開
始
し
て
お
ら
れ

１
ヶ
月
半
ほ
ど
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
従
業

員
の
方
は
前
会
社
の
会
社
員
に
対
し
て
、

意
識
動
向
調
査
を
行
い
雇
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
内
容
は
、
正
社
員
38
名
、
パ
ー
ト

38
名
（
う
ち
10
名
が
常
勤
）
で
す
。

　
　
　
　
赤
水
区
の
意
向
が
大
前
提
と
な

り
ま
す
が
、
新
た
な
企
業
ス
ポ
ン
サ
ー
の

情
報
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
県
内

外
に
複
数
の
会
社
が
名
乗
り
を
上
げ
て
お

り
ま
す
が
、
ゴ
ル
フ
場
の
大
半
を
有
す
る

阿
蘇
市
、
南
阿
蘇
村
及
び
赤
水
財
産
管
理

組
合
が
納
得
す
る
よ
う
な
優
良
な
企
業
で

な
け
れ
ば
、
参
入
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
雇
用
対
策
に
関
し
て
、
地
元
の

人
を
雇
用
し
た
場
合
、
企
業
へ
の
優
遇
策

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
業
員
の
引

き
続
き
の
雇
用
が
大
前
提
で
、
協
定
書
等

を
作
成
し
、
解
雇
な
く
雇
用
継
続
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
や
、

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
々
へ
の
支
援
策
、

又
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
た
支
援
体

制
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
時
要
援
護
者
見

守
り
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
民
生
委
員

の
方
々
に
ご
協
力
を
頂
き
、
要
援
護
者
の

情
報
の
登
録
を
行
う
と
共
に
、
支
援
い
た

だ
く
方
の
登
録
も
併
せ
て
行
っ
て
お
り
、

現
在
約
７
０
０
名
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
又
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
と
の
話

し
合
い
で
、
今
後
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合

に
は
、
お
互
い
の
情
報
の
速
や
か
な
伝
達

と
、
情
報

の
共
有
に

つ
い
て
確

認
し
た
と

こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

誘
致
企
業
と
雇
用
対
策
に
つ
い
て

菅　　　敏　德

　
　
　
　
阿
蘇
山
上
で
利
用
さ
れ
る
水
の

水
源
地
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
水
源
地
は
３
ヶ
所
あ

り
、１
ヶ
所
は
古
坊
中
、他
の
２
ヶ
所
は
南

阿
蘇
村
の
下
若
水
と
御
竈（
お
か
ま
ど
）で
す
。

　
　
　
　
年
間
の
取
水
量
と
配
水
範
囲
、

ま
た
南
阿
蘇
村
へ
の
取
水
料
金
は
支
払
わ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
３
水
源
合
わ
せ
て
取
水
量

２
万
７
千
ト
ン
、
山
上
広
場
、
火
口
周
辺
、

草
千
里
、
米
塚
園
地
な
ど
の
施
設
で
使
用

さ
れ
、
南
阿
蘇
村
へ
は
年
間
六
百
四
十
万

円
程
の
料
金
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
阿
蘇
山
北
側
山
麓
の
給
水
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
殿
塚
水
源
地
の
水
が
、
蛇

の
尾
北
側
の
ポ
ン
プ
室
ま
で
上
げ
ら
れ
、

６
ヶ
所
の
施
設
を
通
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
配
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
第
一
配
水
池
か
ら
の
直
接
の
配

水
は
、
こ
れ
か
ら
の
山
麓
の
活
性
化
利
用

に
は
不
可
欠
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
水
利
用
の
区
域
変
更
に
は
、

こ
れ
か
ら
需
要
予
測
な
ど
様
々
な
問
題
を

解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
続

き
、
世
界
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
た
。

阿
蘇
市
の
こ
れ
か
ら
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
昨
年
は
、
７
月
12
日
の
大

水
害
直
後
の
審
査
で
あ
り
、
災
害
の
復
旧

復
興
を
第
一
と
し
て
い
た
。
本
年
は
指
摘

さ
れ
た
ジ
オ
、火
山
、防
災
、砂
防
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
全
国
大
会
会
場
へ
自
ら
出

向
き
、
プ
レ
ゼ
ン
を
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
阿
蘇
開
催
の
利
点
は
。

　
　
　
　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

れ
ば
、
阿
蘇
観
光
や
地
域
の
活
性
化
に
も

大
き
く
寄
与
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

来
年
の
全
国
大
会
の
誘
致
に
努
力
し
ま
す
。

阿
蘇
山
簡
易
水
道
、
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
に
つ
い
て

阿　南　善　範

第一配水池

阿蘇高原ホテルゴルフ倶楽部

阿
南

丸
野
水
道
課
長

阿
南

阿
南

阿
南

市
長
阿
南

佐
藤
市
長

水
道
課
長

水
道
課
長

阿
南

水
道
課
長

菅 観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

山
口
福
祉
課
長

吉
良
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

菅菅菅 観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

災
害
弱
者
対
策
に
つ
い
て
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